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Philip C. Smith博士は、定量プロテオミクス技術を利用してグルクロン酸抱合代謝酵素を含めた薬

物代謝酵素の絶対定量解析を勢力的に進められ、多くの業績を発表しています。今回は、これらの成
果および最新業績を含めて、薬物の消化管毒性に対するグルクロン酸抱合代謝酵素の保護的役割
についてご講演していただくことになりました。多数の方々のご来聴を心からお待ちしております。
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